
『ゼロカーボンシティふかや』宣言

　近年、地球温暖化が原因と考えられる猛暑や豪雨災害、大規模火災などの気候変動

による災害が世界規模で発生し、私たちの生活環境や生命、財産まで脅かす、気候危

機というべき深刻な状況となっています。

　２０１５年に合意されたパリ協定では、「産業革命以前と比べ平均気温上昇の幅を２

度未満とする」目標が国際的に広く共有され、２０１８年に公表されたＩＰＣＣ（国連

の気候変動に関する政府間パネル）特別報告書においては、「気温上昇を２度よりリス

クの低い 1.5 度に抑えるためには、２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロ

にすることが必要」とされています。この目標達成に向け、環境大臣から自治体での

取り組みの重要性と広がりへの期待が表明され、ゼロカーボンシティへの参画が促さ

れ、さらには、第２０３回国会における菅内閣総理大臣の所信表明演説にも「我が国は、

２０５０年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、すなわち２０５０

年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことをここに宣言します」と述

べられました。

　深谷市では、「第 2次深谷市総合計画」、「深谷市環境基本計画」において、「二酸化

炭素などの温室効果ガス排出量の削減」を掲げており、併せて「地球温暖化対策実行

計画（事務事業編）」などに取り組み、二酸化炭素排出量を低減してまいりました。

　「ゼロカーボンシティ」の実現は、郷土の偉人渋沢栄一翁の「論語と算盤」の思想、

「経済活動をする上で、常に社会貢献や多くの人の幸せの実現といった公益を追求しな

がら、同時に個人の利益を上げていく」、まさに、翁がその人生を通して体現した「公

益のために生きる」につながると考えます。今後、渋沢栄一翁のチャレンジスピリッ

トに習い２０５０年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」

実現に向けて挑戦することを宣言します。
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